
 

令和８年３月12日  
神奈川県教育委員会教育長 殿 

県立綾瀬高等学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月３日実施） 

総合評価（３月12日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・基礎的・基本的な知識

と技能を習得し、課題発

見・解決に向けた協働的

な学びから社会的・心理

的な成長を促す。 

 

・主体的に学ぶ意欲を向

上させ、多面的・多角的

な考えに基づいて、自分

の考えを適切に伝え発

信する力を養う。 

 

①電子黒板や一人一台端

末等のＩＣＴ機器を活用し

た授業づくりを研究し、組

織的な授業改善に努める。 

 

 

②障害の有無に関わらず、

共に学ぶ意識を生徒に持

たせ、課題解決力を身に

付けさせる。 

①生徒が端末を効果的に活

用しながら、主体的に学習に

取組むような授業づくりを行

うとともに、計画的に職員研

修を実施して授業改善を図

る。 

②共に学ぶ意識を持たせる

ために授業のＵＤ化をさらに

進め、生徒同士が意見を共

有することで課題解決力を

身に付ける。 

①生徒による授業評価の

「当てはまる」評価の割合が

前年度よりも上昇したか。

ICT 活用に係る職員研修を

複数回実施できたか。 

 

②授業及び学校全体の UD

化を推進できたか。また、授

業等の場面で生徒が意見を

共有しあえる場面を提供す

ることができたか。 

①新着任者を主な対象者

として、校内で電子黒板の

活用方法についての研修

を行った。 

 

 

②教材を含む、校内作成

文書の UD 化は継続して

達成している。授業改善に

ついては各教科で行って

いる状態であるが、後期に

学校を挙げて取り組む予

定である。 

①ＩＣＴ機器の活用が、主

体的に学習に取組むよう

な授業づくりにつながっ

ているか授業評価で確

認をする。 

 

②お互いに授業を見学

し合う期間を設け、生徒

同士が意見の共有を行

う場面を作れているか等

を含め、授業改善につな

げていく。 

 

・「主体的・対話的で深い

学び」を実現するための授

業改善に取り組み、ICT 機

器を活用して生徒が理解

しやすい授業を心掛けて

いる点が素晴らしい。 

・発問を工夫し誰でもが自

分の考えを発表できるよう

に配慮している点が良い。

UD 化の成果が確実に表

れている。 

①ほぼすべての教員

が電子黒板や ICT 機

器を活用した授業づく

りを行うことができた。 

 

 

②授業のＵＤ化は教員

間に浸透している。職

員間の授業見学週間

の活用について、次年

度も継続して実施す

る。 

①生徒が共に学ぶ

意識や課題解決力を

向上できるように、更

なる ICT 活用や UD

化を意識した授業づ

くりを行う。 

②計画的に研修等を

行うことにより生徒

が主体的に学習に取

組めるような授業づ

くりを目指す。 

２ 生徒指導・支援 

・変化する社会と生徒へ

の理解を深め、いのちを

大切にする相談と支援体

制により、すべての生徒

に最適な支援を行う。 

 

 

 

・生徒主体の高満足度な

部活動に向けた取組み

を行うとともに、部活動

が地域参加や生徒会行

事等の活性化を図るよう

にする。 

①他者を思いやり尊重す

る心を育む。支援を要する

生徒については、ケース会

議や外部機関との連携を

通じて、生徒の健全な成長

を支援する。 

 

 

②部活動の満足度を上昇

させる取組を実施していく

ともに、部活動や校外活動

の状況等を効果的に発信

していく。 

①生徒情報をサポートドック

や相談体制から収集し、支

援を要する生徒については

早期に対応する。 

 

 

 

 

②生徒が、地域行事や学校

行事等に主体的に参加でき

るようにサポートしていく。ま

た、生徒の活動状況を速や

かに外部発信していく。 

①教育相談 Co、SC、SSW

と各学年との間で、定期的な

情報共有ができたか。緊急

時には速やかに支援体制を

構築するとともに、教職員全

体に適切な情報を提示し、

活用することができたか。 

 

②個々の生徒の特性を把握

し、各種行事に主体的に参

加する生徒が増えたか。生

徒の活動状況を学校ＨＰ、掲

示物等でタイムリーに発信

することができたか。 

 

①サポートドックや生活ア

ンケートを活用し、生徒か

らのＳОSへの対応に役立

てることができた。SC・

SSW に加え、外部との連

携の比重を高め、より広い

視点での生徒支援に役立

てることができた。 

②学校行事では各行事の

実行委員を中心に、教員

の助言を受けながら主体

的に取り組む様子がうか

がえた。また部活動の活動

結果を HP で速やかに発

信した。 

①サポートドックと生活

アンケートの両立を継続

し、多角的に生徒のＳО

Ｓを拾い上げ支援する。

学校だけでない、より客

観的・有効的な支援の判

断ができるよう、外部機

関との連携を強める。 

②今後も生徒の特性に

合わせた役割を設定し、

充実感を味わえるよう工

夫する。 

より多くの活動状況を速

やかに発信できるよう組

織を見直す。 

・生徒からの SOS を教育

相談Co や SC、SSW と定

期的に情報共有し、速やか

に対応している点は評価

できる。動画や写真の取扱

いに係る「情報モラル教

育」について、継続した取

組を期待する。 

・部活動等の結果をHP で

速やかに発信していた。来

年度も継続してほしい。学

校説明会や部活動体験で

中学生に生き生きと教えて

いた姿が印象的であった。 

①支援を要する生徒に

対して SC,SSW と連

携し対応できた。交通

安全や犯罪防止等の

新たな取組も実施し、

生徒への意識づけが

できた。 

 

②学校行事や部活動

において、生徒が主体

的に活動し、結果を残

すことができた。HP の

活動状況更新も前年

度よりも多く行った。 

①支援を要する生徒

についてサポートドッ

クやアンケートから

情報を収集し、校内

外の専門職員と連携

して素早い対応がで

きるようにする。 

 

②生徒が地域との関

わりを大切にしなが

ら成長できるような

学校行事・部活動の

実施を目指す。 

３ 進路指導・支援 

・蓄積した進路データを

分析してエビデンスに基

づく「キャリア教育実践

プログラム」により、生徒

の進路目標を高めるとと

もに、進路希望の実現に

向けて支援する。 

・自分の進路と取組むべ

き課題に向き合い、他者

と協働して社会に貢献す

る姿勢を育成する。 

①生徒が主体的に進路の

目標設定を行い、「キャリア

教育実践プログラム」を通

じて目標が実現につなが

る支援を行う。 

 

 

②学校生活で、周りの人と

の助け合いや協力をする

ことにより、他人への思い

やりや社会に貢献する姿

勢を養う。 

 

①民間Ｗｅｂ教材や模擬試

験、進路説明会を通して、進

路実現に向けた取組を生徒

が主体的かつ計画的に行え

るようにしていく。 

 

 

②授業での協働、総合的な

探究の時間やインターンシッ

プ等を通じて他者との協働・

課題解決能力の向上を図っ

ていく。 

①民間Ｗｅｂ学習教材の利用

率及び模擬試験等の受験者

数が増えたか。進路マニュア

ルが有効活用できたか。 

 

 

 

②探究課題を生徒自らが設

定し、発表やアンケート等で

評価を得ることができたか。

インターンシップ等の校外活

動を行う生徒が増加したか。 

 

①進路説明会、模試は計

画的に実施することができ

た。模試では返却されてき

た結果は担任等とも共有

し、生徒の進路実現に向け

て助言をすることができ

た。 

②インターンシップでは

個々の進路実現に向けた

体験に積極的に参加させ

ることができた。総合的な

探究の時間では、地域との

連携も実施し、個人、グル

ープで生徒の伸長にて投

げることができた。 

①卒業後の目標が決め

られていない生徒に対し

て、説明会等を活用して

参加人数を増やしていけ

るようにする。 

 

 

②今年度から新たな手

法で進めてきており、共

有できていない部分もあ

るので、できるだけ集約

し情報共有していけるよ

う進めていく。 

 

・進路説明会や模試、イン

ターンシップを計画的に行

い、卒業後の目標を決める

ことができるように働きか

けており、高校卒業後の進

路先が多方面に広がって

いる点が素晴らしい。 

・総合的な探究の時間を

有効に活用し、地域との連

携を重視している点もよ

い。 

①生徒の進路目標を

実現できるよう支援を

行ったが、具体的で明

確な目標設定ができ

ず、進路先決定に苦戦

していた生徒もいた。 

 

②インターンシップ等

で個々の進路に係る体

験を実施できた。総合

的な探究の時間は、各

学年で目標とする進路

活動を行うことができ

た。 
 

①大学入試等、生徒

の進路に係る情報収

集に力を入れる、進

路実現に向けた取組

を生徒が主体的、計

画的に行えるように

していく。 

②総合的な探究の

時間やインターンシッ

プ等を通じて、地域と

の関わりを増やし、他

者との協働・課題解

決能力の向上を図っ

ていく。 

（第２号様式）



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月３日実施） 

総合評価（３月12日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

・地域資源を活用して学

校の教育活動の充実を

図るとともに、外部に配

信することで地域から信

頼される安心・安全な学

校に取組む。 

 

・開かれた学校づくりを

行い、学校における共生

社会の実現等を発信す

る。 

 

①学校運営協議会の意見

を有効に活用し、地域に開

かれた学校の具現化を図

り、取組を外部に発信でき

るようにする。 

 

 

②近隣の学校や福祉施設

等との交流を推進し、学校

の取組を積極的に発信す

ることで、地域の人々ととも

に歩む学校づくりの推進を

図る。 

 

①地域資源に関する情報に

ついて、学校運営協議会の

意見を参考にし、地域に開

かれた学校を目指していく。 

 

 

 

②探究活動や部活動におい

て更なる地域交流を図るとと

もに、その取組を外部に発信

できるようにしていく。 

①学校運営協議会と学校が

有意義な意見交換を行うこ

とにより、地域との協働的な

活動を行うことができたか。 

 

 

 

②地域との交流を計画的に

行うことができたか。学校

HP や生徒会の SNS等を活

用して、取組を効果的に発信

することができたか。 

①本校の取組等に対し学

校運営協議会でいただい

た様々なご意見を地域に

開かれた学校づくりに生

かせるよう職員全体で共

有した。 

 

②主に部活動で地域のイ

ベントに参加し交流を行

うことができた。また探

究活動の成果として地域

のイベントにて企画の立

案、運営を行い、地域と

の交流を図った。 

 

①本校が行っている地

域との協働的な活動に

ついて集約し、必要に

応じて改善や修正を加

える。 

 

 

②今後も継続して地域

交流を図れるよう、地

域との連携を深めてい

きたい。また活動を発信

できるよう組織的に取り

組んでいく。 

・地域資源を活用すること

や地域に積極的に出てい

き、開かれた学校づくりを

目指している点が素晴らし

い。 

 

 

・フラダンス部をはじめとし

たいくつかの部活動が地

域のイベントに参加し日頃

の練習の成果を披露して

いる点は大いに評価でき

る。地域に信頼される学校

づくりを目指してほしい。 

①学校運営協議会の

意見を有効活用し、地

域と連携・協働した活

気のある学校づくりを

行うことができた。 

 

 

②部活動や総合的な

探究の時間において、

地域や福祉施設等が

実施するイベントに参

加し、地域貢献ができ

た。 

①今後も地域資源に

関する情報の収集に

努め、今まで以上に

地域に開かれた学校

を目指していく。 

 

 

②学校活動において

更なる地域交流を図

るとともに、その取り

組みを外部に発信で

きるようにしていく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・インクルーシブ教育実

践推進校として、共生社

会の実現に引き続き取

組む。 

 

 

 

 

 

・「いのち」を大切にし

て、健康や安全を心が

け、多様な他者も尊重す

る心を醸成する。 

 

 

 

 

 

・教職員のキャリアを高

め、働き方改革を促進す

るとともに、生徒と向き合

う時間を確保する。 

 

①生徒、職員双方にインク

ルーシブ教育実現のため

の意識付けを行い、校内外

において共生社会の実現

を図る。 

 

 

 

 

②学校が安心・安全な学

びの場所になるよう教育

環境を整備し、マニュアル

を活用した災害時対応の

防災訓練を実施する。 

 

 

 

 

③各教職員が働き方改革

を加速度的に促進させる

ことを意識し、教職員のラ

イフワークバランスがより

良いものになるように努め

る。 

 

①生徒及び職員のインクル

ーシブ研修を行うことによっ

て共生社会について理解を

深め、校内外において共生

社会に参画できる意識付け

を行っていく。 

 

 

 

②危機管理マニュアルの内

容理解を職員全体で徹底

し、校内施設の安全につい

て日常から意識するようにす

る。 

 

 

 

 

③校務グループの改編を行

うとともに、業務内容の精選

を行い、業務量の削減につ

なげて働き方改革を実行す

る。 

①研修をふまえて、生徒が

互いに前向きな声掛けをし

あう様子が見られたか。職員

は支援の観点から授業づく

りを進めることができたか。 

 

 

 

 

②危機管理マニュアルの内

容を把握し、計画的に避難

訓練を行うことができたか。

マニュアルの見直しを図るこ

とができたか。 

 

 

 

 

③職員の業務量を削減する

とともに、職員の在校時間を

削減することができたか。 

①新年度スタートの時期

に集会などを通じてインク

ルーシブ教育実現のため

の意識づけを行った。ま

た、後期には研修の実施も

予定されている。 

 

 

 

②危機管理マニュアルに

従い、災害の発生を想定し

て、シェイクアウト訓練、グ

ラウンドへの避難訓練、帰

宅班の確認とハザードマッ

プを使った DIG 訓練を行

た。また備蓄品の補充と点

検をした。 

 

③各校務グループの改編

及び業務量の削減に向け

て業務の精選を行った。 

 

①職員については、全員

に自分事として知識と理

解を深めてもらうことが

必要だ。生徒について

も、一人ひとりが皆違っ

ていて当たり前だという

意識を育てていく。 

 

 

②避難訓練は授業中の

災害を想定し、移動教室

も含めた避難を行った。

今後も様々な状況を想

定し、危機管理マニュア

ルの見直しを行っていく

必要がある。訓練の時間

の確保も課題である。 

 

③業務量の削減と教職

員の在校時間の削減が

リンクするように、教職員

の意識を徹底させる。 

・職員全員がインクルーシ

ブ教育実践推進校として

の役割や目的を理解し、生

徒一人ひとりへの声掛け

等に係る研修を年度の早

い時期に行えるよう計画し

てほしい。 

 

 

・シェイクアウトやグラウン

ドへの避難訓練、DIG訓練

等を行った点は素晴らし

い。また、次年度に向けて

の危機管理マニュアルの

見直しが行われているとこ

ろも評価できる。 

 

 

・ICT 活用や業務内容の

精選等により業務量の削

減を行っている部分は評

価できる。来年度の校務グ

ループ改編により、更なる

業務量の削減につなげて

ほしい。 

①校内外において共

生社会の実現を図れ

るように、生徒・職員が

授業や研修を通してイ

ンクルーシブ教育実現

の目的を理解すること

ができた。 

 

 

②災害発生時に正しく

対応できるための訓練

を行い、かつ防災マニ

ュアルの見直しを行う

ことで、生徒が安心・安

全に学べる学校づくり

ができた。 

 

 

③校務の精選・整理、

適切な行事の実施等

により業務改善を図っ

た。来年度からのグル

ープ改編を行い、更な

る働き方改革を実施す

る。 
 

①生徒、職員共に人

権を意識した研修を

受講することにより、

インクルーシブにつ

いて理解を深め、校

内外において共生社

会に参画する意識づ

けを行う。 

 

②改定された危機管

理マニュアルの周知

徹底を職員全体に図

り、校内施設の安全

点検を、日常から意

識して行えるようにす

る。 

 

 

③業務時間の短縮

につながるツールを

効果的に用いること

で、働き方改革につ

ながる更なる業務の

見直しを行い、働き

方改革を進めていく。 

 

 


